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ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ中 0(0)

釣 り 中 9(5)
ｻ ｰ ﾌ ｨ ﾝ 中 0(0)

ﾏﾘﾝﾚｼﾞｬｰに伴う
海浜事故者数

合　計10人(6人）

遊 泳 中 1(1)

平成２２年４月

ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ等
海難発生隻数

合　計　5　 隻

衝 突 0
乗 揚 0

　第七管区海上保安本部
マリンレジャー安全推進室
TEL　093-321-293１

E-mail:kyuunan7-j7vj2@kaiho.mlit.go.jp

火 災

爆 発 0
0

3

0
浸 水 0
転 覆

推進器障害 1
舵 障 害 0

　
    4月の1か月間で、9人の方が釣り中の事故に遭っており、そのうちの5人が亡くなっ
 ています。亡くなった５人は、海中転落して溺死したものと推定されますが、5人のう
 ち4人は一人で釣りに出かけており、海中転落時の目撃者もなく、釣りに出たまま帰
 りが遅いことから心配した家族等の捜索により発見されております。
　 海中転落した場所は、防波堤のケーソンやテトラポット等です。（写真参考）
　 また、次のような痛ましい事故も発生しております。
　 ４月６日、魚釣りのため島に渡ったAさん夫婦が岸壁上において飲酒しながら釣り
 中に、夫人が岸壁の階段付近で躓き海中転落したため,Aさんも救助しようと海に飛
 び込み地元の人により両名とも救助されましたが、Aさんは搬送された病院で死亡
 が確認されました。

機関故障

0

そ の 他 0

運航阻害 1
安全阻害 0

行方不明
　　　　　　　　　　　～　事故からの教訓　～
　　　岩場や防波堤等で釣りを楽しむときは、
※　ライフジャケットを必ず着用しましょう。
※　単独での釣りは止めましょう。（事故に遭っても誰も分かりません。）
※　安全な足場を、確保しましょう
※　防水携帯電話や防水パックに入れた携帯電話等による連絡手段を確保しましょう。
※　服装は赤や黄色の目立つものを着用しましょう。



　

  　　　　　　　　　　　　　　

伊根の舟屋（イメージ） 潮汐表（海上保安庁発行）

　  海の相談室だより　(七管本部海洋情報部)

　　　　　　　　　 潮の干満差に注意
　海上保安庁では、毎年、潮汐表を発行し、主な港の干潮・満潮時刻と潮位を掲載しています。潮の
干満は潮干狩りや釣りなどのレジャーにも利用されるほか、船舶の係留にも重要な情報となりま
す。
　潮の干満は、地域により時間が異なるのはもちろん、潮位も異なります。では、日本で一番干満差
（大潮の時の平均干満差）が大きい場所はどこでしょうか？　干満差が最も大きいところは、九州有
明海の奥にある佐賀県住ノ江付近で約５．６ｍもあります。次に大きいところは瀬戸内海の岡山県笠
岡・福山付近で約４．２ｍあります。以下、北から日本周辺の干満差の状況を掲げると、次のとおりで
す。
　　北海道南岸～北日本太平洋岸　約０．８～１．９ｍ
　　東京湾　約２～２．４ｍ
　　伊勢湾、三河湾　約２．４～２．７ｍ
　　紀伊半島～九州太平洋岸　約１．８～２．７ｍ
　　九州北岸　約１．１～２．８ｍ
　　九州西岸（有明海を除く）　約１～３ｍ
　ちなみに、日本海側では干満差が小さく、大きいときでも３０ｃｍ程度です。これは、月や太陽の影
響によって海水が盛り上がろうとしても、日本海の入り口が狭く浅いため、海水が集積しにくいことが
理由にあります。日本海側は干満差が小さいことから潮干狩りを行っている風景は見られません
が、京都府宮津湾付近にある伊根では干満差が小さいことを利用し舟屋のような建築物が造られ
ています。
　なお、第七管区の主な地域での干満差は、以下のとおりです。
　　萩　     約 １．０ ｍ　　　博多　　 約 ２．２ ｍ　　　伊万里　　約 ２．８ ｍ
　　厳原　  約 １．９ ｍ　　　佐世保　約 ３．３ ｍ　　　三池　　   約 ５．３ ｍ
　　佐伯    約 ２．１ ｍ
　船舶を岸壁などに係留する際には、潮汐表で潮位を
確認して、係留索の長さに注意を払うように心がけましょう。

　

※　潮汐の情報は、インターネットにより「沿岸域情報提
    供システム（MICS)」でも提供しております。
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